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「雪が降りよる」といへば、現在降暑中であることを意
Ｊ　昧しヽ「雪が降つとる」といへば、雪はもう止んで其ぬに助　積つて屑るといふ意味である。「来よる」といへば、現在
街路を歩行中であり、「来とる」といへば、訪問先に行着いて、咆敷によつて話をして屑る。ョルは進行態（喧喧態＝であり、トルは存在態である。－－－かういふ事は早くから聞いて居た。しかし、今調べてみると、それほど単純でもない様だ、梵論．さういふ地方もあるが、叉、さうでない他方もある。
　そこで先づ、ョルＯ分布を調べてみる。これは一口に西日本と宵つてよい。飛騨・美濃・尾張が東の限だらう。
ス助動詞
幅井妬にもある。近畿地方は仝部、中國も全部、四國も仝部、九州も仝びÅ・‥ひたいが、鹿児島妬からは、今の刑、登見されない。
　ョルＯ活用は、居るＯ活用と同じく、ラ行四段である、宇和島市を例に取ると、ョラ、ョリ、ョル、ョル、ョリ。１、ョレと活用する。
　　削は降りよらん
　　飛行機が飛びよります
　　次郎は痕よる
　　来よる人．誰そ
　　話をしより，あ（らあ）叱られる
「
　　　　本でも読みよれ
　　　　売へ行きよろう（行つて屑よう）
　　　飛騨吉城郡には奇妙なハ・・‥ひ方がある。見ータ（見つつ　　あつた）登リヨざ（登りつつ、登りながら）起キヨラン｛（打泊）来ヨーフナンダ（過去の打消）はよいとして、末ョョ　ゴザル（来つつある）行キョデル、行キョウデル（行き゛　つつある、敬語）等は不思議である。
　　　ョルにも若干ｏ溌はある。ョール（飛騨・美濃・大和と　吉野郡・囚幡・石見・山陽這・香川・愛媛）゛ール（恟ぃ　中）＝１（土佐）ヨン（大分）ヨー（佐賀）雰。ただし
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フル（和歌山・播磨・大阪府・隠岐・石見・山口）ヲ。（佐貿）は、ョルＯ竃ではなく、そ〇原形である。
　ョルはよりフ紫Ｏ母酋と熟して拗酋になる場合が多い。作リ。ル、閻キ。。タ等。コルｏ一つ殴いてよに、不思議に促音を入れる地方が多い。喰。キョル（大和）行。キョル（大和・三重尾鷲町・大阪府・播磨・香川）といふ風に。欲ツカ。リぶ（三重頼尾お町）降．リ～タ（淡路）這入。リ。ル（高松市一蹴。リ。ール（伊憧弓削島，一等は、他頼り人に取つでは鴛背ｏ困銀な音である。こｏ困鼠を免れるために、鼻費を代用する所もある。蹴ンリョル（香川幅粟島）降ンリコル（吃島一死ン＝ータ（々和・鈷
｝
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島）イン←一コル（大和・香川）イン＝。ル（和泉）ふンギョル（大和）等。大阪府では、逢ツて、授ンゴル（抜ぐ）害ぶ．ク（害いてゐた）行Ｊ。タ（行き居つな）等といふ。行。コ。夕は大和や近江にもある。
　ョルぬ意味は所によツて逗ふ。進行飴む意味Ｄ濃い所あり、ほい所あり、そＯ意味む全くかい所もある。佐伯降治さんによれば、岡山謡Ｏョウルには進行形Ｏ意味が明であるといふ。
降る、降つとる、降つて屑る降つた、降つてゐた
降らう、降るぢやらう
降りようる
降りようだ
降りようらう（降りようるぢやらう）
しかし、今村勝志さんＯ「御津郡昔話」を見ると、必やしもさうではない稼である。
　△ぢあから、あんまり意地悪うしよると、ちィにやァ、
　　人が憎むぞ（奇話研究、一ノ六）
　△向ふを見ると、深山Ｏ葬式粒を立てｋ分式が通りよ　　うた、岡は、………朝出すおは縁起か怠りィから、
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夜晩う出しよんぢあらう、と思ひ思ひ見てゐると（昔話研究、一丿六）
　△とうとう比久尼になつてしまふて、何歯や抜歯、つ　　まり諧國を廻りようたんでがアす（昔話研究、一ノ　　八）
これを「あまり意地悪くしつつあると迦には人が燈むぞ」などとぽしたら、髪なもりである。さうかと思ふと、トルを進行形に使ッた○もある。
　ョルの毅生地は、現在Ｄ分布から見て、京阪である事は問逞ひないと思ふか、その京阪では、もう、進行形の意一をたッて、あまつさへ、人を卑しめたフひ方に成り
Ｊ　下ッて屑る。谷崎潤｛郎氏ｏ方．ド文尽ｍには、脚　ッた一個所あるが、それは「こｋで死んだら、ｊ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　‐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　○　○
ヨルがたふん、あ
の男，不臭者や云ふこと悲観して死によつた云はれるＯ
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ん＝惜しい」で、罵砺である。「居あがる」をヰョルと謬した人もある。しかｋ、それは大阪府の事で、大阪府下では必すしもさうではない。泉北郡○イン＝。ルを「婦りつｋある」と諏した人さへある。それ程でなくても、ショルは「鴬て居る」、ミコルは「見て居る」といふ意味は和泉あたりには、今も哨つてゐる。東成郡平野榔町ではイキヤショランよ行かない）等と使ツて、逆行飴どころ
か、か在態む意昧すらも失ッてしまッた。即ち、シロランはセンとＨじ意味である。同様にして、ヰョルは「居る」、行キョ。タは「行つた」の意味に外ならない。かくして、同じ大阪府Ｏ同じー．一‥ひ方「しよる」にも「して屑る」「する」「しあがる」等、色々Ｏぶ味がある事が判る。鑓化は売づ大都合に起り、次いで四潤に轄はるとすれば、罵楢は以後Ｏ、捉ッて最近の髪化であらう。大阪府には「コうてよつた」（。ドつてゐた）といふ珍し≒】ひ方もある。ョルを賤梢に使ふ所は、大阪市ばかりではない、近江や京都市や奈良庭もさうである。
　　持つて行゛よる［持つで行きやがる）京都市
　　猫Ｏシノコロ（床下）’へ這入りよつた。奈良市
　　あいつ㎡削臭い事を酋ひよる。奈良市
　「恐えよらへん」（畳えない）「返っしよらへん」（逞しまぜんー）等お側を見ても、奈良市Ｏョルには進行形Ｏた味がかい事は明である。ただし、吉野郡○ョウルには「て居る」といふ意味はある。行，キョ，タふロ野川沿岸）イ。ーク｛一高市郡＝を「行ってしまった」と謬した人があるが、この解鐸は常れりや否やを知らない。三重尽鳶町むイ，キョルを「行きつｋある」と解移した人がある。所が同じ人が同じ町〇イヒータを「言つてむいた」と解移し
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たＯは可笑しい。これは溌謬だらう。又ぺ誰も鮫もさう曾ひました。け」を「ソウ曾ヒョ，タナア」と謬した、ｉタを過去の追想に使ふ所は他にもあるから、茫はこれでよからう。
　和歌山嘔には、ョル、ヤル、アル、オルといふ似寄つた一一・‥ひ方が並び行はれて居る。こＯ圓に諏別ありや然しや不明である。語源的には、ョルはヲルのま、ヤルはアルＯまであるが、同嘔では、ヲルとアルとを延々混同して恍ふＯである。イキアル（行きつつあるーイキオ。
ぃ　タ（歩いて行つた）イキオル（行きあがるー＝イヤル呉】
｀　つてゐる）イキヤル（行きつつある，）ミヤル（見てゐるーＪ　　　ショル（する）キョルハ来つつある）イキータ（行つ助　た）ショ。タ（してゐたーーこれらｏ不川乏な討浮か
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ら文法的意義を引出す事は不可能に近い、ただ、御坊町のォルには既に罵コＯ慾が合まれてゐる事だけ注意してむく。
　滋賀麺は京都市に近く、交通も便利な所だから、京部市に起ツた慧化が、逸早く何はるＯは口然である。ョルに、進行態の意は桑ほども無く、存在態の意すらも忘れられてゐる。イョル（屑る）イキョル（行く）イＪル（行く）マケータ（負けたゞ等を、それぐ、単純の現在
　
や過去に謬してある○は、けだし、欧の地の河を輯べろものであらう。それのみか、イキヨル｛ぃ行きあがる）といふ罵裕さへも愛知郡にはある。
　兵庫篇では但馬と淡路が吉風である。但馬で「雰か降りよる」と言へば、現在そＯ事が行はれつつある事を意味する。「需が降つとる」の方は、完了の・気持がやや濃く存在態にも川ひられる。淡路も同様である。播磨は色々である。「昨日親戚へ行っきよると這申で白動車の恂突があつてナア」等は進行態であり、「草履が破れよつてだす」は存在態であり、「庚申Ｏロには、百姓家でも昔は戸をしめて業を体みよつた。庭は草辰をはいて行っきよった」は過去Ｏ習慣の回想である。ここにはブルもある。「旦那消へ行きをつた」。
　美濃には進行形Ｄ含味がかなり濃く媛つてゐる。郡上郡昔話（昔話研究、二心六就．｝Ｏ例を左に示す。
　△婆さんが麻の苧をたぐつてゐるし、娘は苧をうみょ　　るげな
　△夜泣びに行つて、早う婦つて来ようと思つたら、宿　　屋Ｏ旦那が木に生きた人をさかさまに吊るけて生皿　　を飲みょつた。
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　△段々来よつたら山辺になつた需で＝が暮れてもう歩　　けんやうになつた。
飛ｇもカｍ同様である。大野郡の語法で、「死にようる」といへば、「死なうとして居る」であり、「今起きようる」といへば、「今起きかかつて屑る」である。名□屋にも似た話法がある、「あの人の＿でウツカリ云ひよつな」は「云　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　　　←ｋ
ふ所だつた」の意であり、「まあちよこつと早よ来や、聞きｉたに」は「聞くＯだつたに」Ｄ意である。叉、「聞いとり；た」「鴛とりＪた」といぶ珍しい一河ひ方もあＪＬ、灰去逆行態、また過去ｏ経験を表すご祠井市では、「あいつ、足串穿きよつた」Ｏ例で見ると、どうやら、賤裕であるらしい。
　囚幡ではヨウルといふ。「何。しｉるだい」ハ何をしー」屑るかごー服吸ようてつかんそえ」二服吸つて下さい謐元気を出して行きようると，田岡の中で、バタ７ヽ～騒いでゐるもんがある」等。
　ｍ岐ではヨルり使用は稀である。ただ、過去の習慣を凝す○にヨ，タ』デ使ふ。
　△前々は浪人てつて、懸りい事した冷が洸さえてに岐　　　　　　　　　　　　Ｏ　Ｏ　Ｏ
　　Ｏ國へ来ちよ居りよつたに、村に此の浪人が一入二
　　人屑らんとかかかりょつた
かういふ風に、形容動詞に統く所は仝Ｈ的にも珍しい。ただし、岡山ｍには例がある。石見では，動作ぬ進行をぶす外に、「もう少しで鴛則しよつた」等と「何々せんと．した」Ｏ意昧にも使ふ。ョルは出ツにも少しある。
　岡山原については兎に辿べた。宵轍郡ではミュールハ見て屑る）といふ。見うる｛’御津郡）と沓いたりも，宵際Ｄ貸費は拗一リーールかとも思はれる。惚後府中町にも見ュールがあゐ。事の逆行を瓦はすと説明した人があつたか、脆島市〇人に「喪つてゐたいから、借りる外仕方があるまい」をふさやか珂ザロリョラン」とも「膏。トラン」ともぷしたから、ほとんどＸ閻は憩いらしい。「此頃は雨ばかり降つてゐたＯに、今＝は晴れたから人出が多いだらう」わが祥も「降りョ。タ」「降，ト，タ」の雨方ある。隣Ｏ山日原も同様であるが、ここでは、「降，チ。リョ，タ」といふ奇妙な重複したー・‥ひ方がある。直啄すれば「降つて屑り屑つた」とたる。宇野千代さん心小説「よしや遁さに」は、録ぶは廣島原とあるが、方言は周防らしい。それに、
　△あは、あは、あは、あんな外辺奴、こＯ小娘に欲さ　　れて逃げよつた○ぢやな
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　△いんま兎、何陶ぞりーさと一緒にか行きよつたかとある。前老は卑稲Ｏ如く、後者は敬裕Ｏ如く見える。
　黒島轄治氏Ｏ小流「秋り洪水」は小豆島の方言を使つたと認められる。これにはョルＯ恍川が多い。「信吉、牛鐘が鴫りよるが」これたどは宏行形と認めてもよいが、しかし、一般には、ョルとトルとは殆ど賛詞がかい様である　　　　　　　　　　ら　’】　　　　　　　　　　○　○　ｏ　　　　　　　　ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‐
△小作をしたつて、地子を納めよつたら、取りどころ　はないせに、四尽作つとつて、ぶに含ふだけＯ妻が
　とれん○ぢやが
△己等が見たつて、村々議員が自分服平たことをしよ　るＯは分りきつとるぢやが
助　ョルは現在ｏ習慣、ータは過去ｏ習慣を表す場合がある吻　　△む父うは昔から飲みよるんが、一介儲けえ飲んだつ　　　　　て控へる事はしやせやよ
　詞　　△家で宛て醤油鼠へ働きに沁かよるんぢやべ飲み助一　　でどうもたらん○ぢや
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｑ　　　　△一人ある親の善助爺さんは、百姓目前をして食ひよ　　　　　るんぢや
　　　　△信吉が小田さんで働きよつた時分によ
　　　　宇和島市では、コルとトルら便じ分けはｍかである。
｝
即ち、「彼は来よる」といへば、来つつある、まだ来ては屑ない事であり、「欧は来とる」といへば、来て此既に居る事である。叉、「・口分は妨げうとした」を「俺ァこけよつた」ともいふ。阿波美馬郡にも、「も今しで死んによつた」といふ言ひ方である。土恢恢多郡Ｏ旧例は次Ｏ様なもりである。「兄。ＩＷ鼠ンナゴァ、寝ョル。弟．毬蹴リョル」。「今咄キ。ートショルトコヂご。佐川町Ｏ用例は、「何虐へおいでよりますぞ」。「家へいによる」等。
　最後に九州。博多仁和加に次の用例がある。
　△人の話では、吉蔵は此頃燕者狂しよるげナバイ
　これは現在の・習慣を表すと見たは僻目か。
　△私がλ院しとる事ばもう伽つとつたやァたァ、心配　　しよろう
これで見ると、トルとョルとの問には、やはり、で涸びあるらしい。その外、ョルは大分、官崎、佐賀、長崎、熊本の諧鮨にあり、いづれも進行形と報告されて居る。
　要するに、ショルには、「しつつある」「してゐる」「する」「しあがる」「しようとして居る」「するＯを常とする」等色々の含味があり、所により、時により、逞つて屑るから、進行態とばかりは決められないＯである。
　　　　　　　　　　　　　（昭トペすー、ｍ．し
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　「枕草紙」あはれなるもｏＯ條に、「九月晦日、十月一日Ｏほどに、只あるか無きかに閻きつけたるきりぎりすＯ曝」とある。これによれば、平安朝中期Ｏ京都心キリギリスは，何時Ｏ九月下旬。十月上旬心頃曳で鴫くもＯであるポがわかる。萄暦Ｏ半月上旬といへば、立冬心頃で、暖い京都でも、もう、霜が降りる。昔心キリギリスは、そＯ頃まで鴫いてゐたｏである。さればこそ、「新古今巣」Ｏ歌人をして、「きりぎりすツ鴫くや霜夜Ｏさむしろに、衣かたしき、狗かも痕む」お嘆きを起させた。こＯサムシロが痕八〇ムシロに、「零し」を掛けたも心である事は賞ふまでもない。キリギリスといへば、霜夜Ｏ寒さを聯想させる心だから、昔ｏ京都心キリギリスが、今＝Ｏ標単語いキリギリスと、違つたも幻・であるポは明かである。では、昔○キリギリスは争心何に常るだらうか。「コ　　　「キリギリス」と「コ　ホ　ロギ」
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